


  

■死傷事故率が高い区間での事業の実施 

○ 死傷事故率が高い区間において、優先的に交通安全事業を実施しています。 

○ 鏡水交差点改良の完了（平成15年10月）により、当該交差点のおける事故件数が大幅に減少しま

した。 

 

Ｈ１４

浜川交差点改良 
 平成14年 
（改良前） 

H16.5～6 
（改良後） 

死傷事故 14件 0件 

物件事故 189件 2件 

出典：沖縄県警データ

Ｈ１３ 

鏡水交差点改良 
 平成14年
（改良前）

H16.1～6
（改良後）

死傷事故 5件 0件 

物件事故 42件 1件 

出典：沖縄県警データ

真玉橋交差点改良

※H14走行台キロ・H13死傷事故件数 ※H15走行台キロ・H14死傷事故件数 

図 H13およびH14死傷事故率３DマップとH15実施事業位置（県道以上） 

 

 

■交通安全事業の実施により死傷事故件数が減少 

○ 過年度に実施された交通安全事業箇所では、下図に示すような死傷事故件数削減効果が見られまし

た。 

事前(H11) 事後(H13)

2件 1件

国道58号現道(嘉手納町嘉手納)
道路照明

50％削減

事前(H9) 事後(H11)

2件 1件

国道58号現道(宜野湾市大山)
道路照明

50％削減

事前(H8) 事後(H10)

1件 0件

県道29号線現道(那覇市松川)
道路照明

100％削減

事前(H12) 事後(H14)

1件 0件

国道507号現道(東風平町友寄)
歩道設置

100％削減

事前(H11) 事後(H13)

3件 1件

県道52号線現道(東風平町冨盛)
視線誘導標

67％削減

事前(H11) 事後(H13)

1件 0件

国道331号現道(糸満市大渡)
防護柵

100％削減

事前(H10) 事後(H12)

2件 1件

国道329号現道(沖縄市池原 )
防護柵

50％削減

事前(H12) 事後(H14)

1件 0件

県道8号線現道(具志川市川崎)
防護柵

100％削減

事前(H10) 事後(H12)

1件 0件

県道224号線現道(具志川市喜屋武)
道路照明

100％削減

事前(H11) 事後(H13)

1件 0件

国道329号現道(北中城村字熱田)
防護柵

100％削減

事前(H11) 事後(H13)

1件 0件

国道329号現道(中城村久場)
防護柵

100％削減

事前(H10) 事後(H12)

1件 0件

国道329号現道(中城村字泊)
防護柵

100％削減

事前(H12) 事後(H14)

3件 0件

国道58号現道(宜野湾市真志喜)
警戒標識、ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ（反射ｼｰﾙ付き）

100％削減

 
出典：交通事故統合データベース 

図 過年度交通安全事業による死傷事故件数削減効果 

  



  

 

現状と今後の取り組み（業績計画） 

現状と課題 

車両相互事故が多発 

○平成15年の死傷事故類型を見ると、約76％は車両相互事故が占め、約16％が人対車両の事故となってい

ます。 

○発生件数が最も多いのは追突事故（約 29％）であり、ついで交差点での出合頭事故（約 20％）、右折時

事故（約12％）となっていますが、横断歩道外を横断中の事故の発生も目立ちます。 
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                              出典：沖縄県警データ 

図 平成15年事故類型 

 

○死傷事故率が高い区間，箇所において、死傷事故率減少に向けた事業を重点的に進めます。 

 

出

図 沖縄県における死傷事故率曲線（直轄国道）
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県平均の死傷事故率を上回り、死傷事故件数も多

い区間・箇所から重点的に事業を進めます。 
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典：沖縄総合事務局資料 

 



 

 

 

 

テーマ実現に向けたアウトカム指標値の平成１５年度の目標値と実績値 

 テーマ実現に向けたアウトカム指標値の平成15年度の目標値と実績値は、以下に示すとおりです。 

 

表 指標ごとの目標値と実績値 

アウトカム指標 
H14年度 

実績値 

H15年度 

目標値 

H15年度 

実績値 

【指標－６】 
道路交通における

死傷事故率 
69.3件／億台キロ 67.9件／億台キロ 72.9件／億台キロ

 

 

H14実績
69.3件/億台キロ

H15実績
72.9件/億台キロ
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近年急増傾向にある死傷事故件 

○近年、沖縄県では交通事故による死者数は暫減傾向ですが、事故件数は急増しており、平成15年は6,127

件と平成７年の約２倍となっています。 
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※全道路種別の事故（各年1～12月）
 

出典：沖縄県警データ 

図 死傷事故発生件数と死者数の推移（全道路） 

 

 




